
エ 革88 技 術解 平成1 2 年 康技術計晋 金

｢ L n u xを用 い たインタ
-

ネ ットサーバ の 群集｣
-

p c の 租み 立 て からサ
ー バ の 運 用まで 一

策4 回 ｢ システム 管理｣

技術部ネットワ ー

クグル ー プ

伊 藤 篤

1 . シス テム 書理とは ?

サーバ の 環境を快適で

安定な状態に維持す る
.

事*

■ ハ
ー

ドウエ ア

■ ソフトウェ ア

■ ネットワ
ー

ク

■ ユ ー ザ

･ サ ー バ 荘官

2 . シス テム f Jt 面 かもみ たサ ー J (をとLJ 辛く1 境

サ
ー バ用 の■ 書とO S

lI サ
ー バt*

● ワ
ー

クステ
ー

ション

● P C

I O S 名 称 相集または . 販 売
● AJ X B M tt
｡ m J X S]] 加 G 招〆1 蛾

◆ N 如 t N q d l牡
｡ S o b TEs S L n M k r D Sy St e 7 7 h L S&
● H P- U X H c v rk # 触 r d社

◆ B S t) ∪α

●
LiTt u X U ^ u s T M b 氏

● V n rK b y r s N T M 加 托社

3 . シス テム t 理 者d)* 軒

サ ー J 相l 塊を快毒で安定な状態(
-

J 持するため に

● システ ム の 監視

● セキ ュリティ
ー

◆ J くックア y
L

J プとリストア

◆ PF 書時の 対応

● ソフトウェ ア書理

◆ ユ
ー

ザ甘理

◆ サ
ー バ 運営

ー 1 0 6 一
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a . プロセス( p s . m 7S t a t . to p )

b . ハ
ー

ドウェ ア( d f
.
d J

.
h H C b c k )

¢ . ネットワ
ー

ク

( 血 仰 d
.
虎 仰 向 .

ll et S b t
. pb q .
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.

如 c e pI D u te )

d . E) グ t& 妊 ､ ロ
ー テ ー ション

( 血s t
､

/a d k g .
w

.
s y d c q . 妙 c k

､
/a q o 由te

.
卯 〝 )

e . モの他( 血tQ . 〝 軌 L N ) a m e )

平良1 2 年J( 扶書J* f * 事4 回 r シ ス テム t I J 9 / 5 2

■
v w R W 3 プロ セス ､ メモリ

ー

. t 暮たtL . C P U の t 朴 A キーの状暮暮禾

p n > ○■ プt)セス■ r : * 斤▼t . ら: プE) ツク. y ニス ワ ッブ▼ウト

rn … ly メモリ ー 我暮 叫 : スワップ . 触 : 拙 Jk b Ld : V O 11
d
} フア .

糾 わ●: ディスクキヤ
.
}シ主

●y ■ p スワ ップI Jd へ のt 書 u (K ゎー●) ～ : ス ワ ･
J ブイン

､
●○ : 〝 T ウト

払 プロ
.
} クT

-

I( イス 蜘 : 8 抄 a)書き込み唐* . b : . , t み弘み画k

■y ● 如 l システム 払 二* 抄d)七tl 込み国牡 .

e 4 : * 8 の コ ンテキスト切 LJ ■えP ■

呼 u C P U 状書 u 8 : ユ
ー

ザ ､ 吋 : シ A 予ム
.
姐 : T イF ル

平d t1 2 J FJ( 技f J* T 全 書4 回 rシ ステ ム f Jt J 1 1 / 5 2

プE) グラム のh 作に必事な 棚 を捷供する｡

カー

+J 如
●

-

シ
●

ヨン2 .2 .15 ( T u rb o Lin u x S e r y q 日本活版 6 .T )

* t( (ま
､

b t/ v r rdi n u z - v r nlir l u Z
-

2 1 1 5
-

8

カ ー ネルが損うaE 本的な8 *

◆ プE) セス 甘理 マル チタス ク

｡ プロセスrq 3 d[ ♯牡のプロセスがt& d して●く

◆
メモリf 理 プロセス ヘ d) メモリーり当て

､ 用放 ､ 庇せたtL

◆ デ′くイスドライバ 全て のデ Jくイス をN 中

◆ ファ イル システム サポ ー ト ハ
ー ド. ソフトJt 4 珊を対応 , 中 *

● ネットワ
ー

ク T C P / P . 各社サ ー ビス

平成1 2 年J( 扶書JA Y 食 事 4 固 r シス テム t 4 J 8 / 5 2

■
岬 プE)セス * 示 : サ ー ′((マA チタスク) で 行っ てい る■々 の仕事

p r o s e s s 由 t u s + : 全プロ セス . Ll : ユ
ー ザ M ､ J: : ■末井含む

戯 沢 : ブc}セま ユ
ー ザ毛 n : ヲt3 榔

脚 : e f 噸 点事 仙 : メモ叫 牌 事

S LZ E こ t 暮イ′ - ジd)大書さ ft S S : + A 中の■■メモJ
J

- t

T T Y : 書 州 寒名 号手 紙

… T : ブE)セ 1 のスチ
ー

タス

( R = 暮市可t 8 i + Jt T コ ■止暮た妊トレ
ー

ス中 Z z = ゾンビ･ プE)セス

N 壬
ナイス■が 王 D = + り包み不 ▼○●上 ■ = スワップ･

丁ウ卜したプE) セス 】

S T AB ET : t ■+ + T ■■: ユ ー ザ とシスサムの * fr 甲 ' ●■

C W : ブE) セス d) コ マ ンF もと引■

早皮l 2 事J( 技* + T * 暮一 回 r シス テ ム t t j 1 0 / 5 2
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システムt t 書の暮書

1 . システムの 生枕 c ネット
r
7

-

ク

t 由 IP 7 r } } 他のホス トにパケットが 届くか ?

r n 蜘 S } I 名 他ネ ー

ム サ
ー バ が正 しく参照で

きるか確辞する｡

■ L r a c e r D u te S } F 者 パケットが相手先に到達するま

での経路をトレ ー ス する｡

( / u s r/ shi n/ )

平成1 2 年J( 扶f J* T 会★ 4 回 rシ ス テ ム f Jt J 1 5 / 5 2

■ s y s /o g システムE ) グ寺井qt, t! ■するT

-

i ン

sy slo g 麓由で作成されるログフT イル

起動時の メッセ ⊥ ジ

全ての ログ(メ ー ルを砕く)

J W S や Ⅶ 叩 a) ログ

認証卯連のロ グ

m の E) ケ

se nd m ail のロ グ

平成1 2 年J( 技♯* f 余 事 4 回 r シス テ ム f Jt J 1 7 / 5 2

l . シス テム のJE 我

ネットワ
ー クの 抽作ヰ8 Jt ( 投定* 王. トラブル 時)

■ b n d N IC のドライ/くが 放談されているか ､

モジュ
ー ル を確放するo ( / s bj n / )

･ 塵 嘘 ネットワ
ー

クインタフェ
ー ス の 設定を

確放する｡ ( / s hi n / )

■ n e t S b t _ r n ル ー ティングテ ー ブル の 設定確艶

平成1 2 年J( 扶IiJ A 1 全書 4 回 rシ ステ ム t 4 j 1 4 / 5 2

A 近ロ グインしたユ ー ザの 榊 * 示すi I .

x : システム什I 手書む

ユ ー ザbl のJt 暮E ) ケイン廿* 暮禾

* 在E) ダインしているユ
ー ザ名

､
fl 用状況を

* 示する.

j q p c : 重ブE) セスt 用+ I) ､

I ) C P u : カレントプロ セス* 用書M

平良 1 2 年JL 技肯J * T 金 ★4 回 r シス テ ム t 4 ｣ 1 8 / 5 2
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+ /o I C J7 e O k sy sl ogd が生成したログを解析する｡

/ etcn o g c h e ck/ 分4

i(噂Ch e c k ･h a c ki喝 ハ ッキング

1 o g c h e( 丸ig n o r e * 社

1(噂C h e c k .v io lati o n s 4 入

-

A iled
"

, I .. ･ ル 軸 re

l o g c h e c k . v io lati o n s .1 g rLO r e

平J* 1 2 年J( 技* * T * 書 4 回 r シス テ ム f 4 ｣ 1 9 / 5 2

■
∽ n d プログラム を定Jq 的に* 斤するデ

.
I t ン

C r o n t A b cr o n d
.

の牧定フ丁イル

22 4 ● ● 8 r t b * 巾村トP Q r b 榊

分 時 日 月 ■日 ユ
ー ザ

/ eta/ c r o n .d ai ly A qg m t&t e

E盈コ= 監コ

/ 輔 車 卿 榊 痕c 轍 I

平成1 2 年J( 法事Jt T * 暮4 回 r シ ス テ ム t 4 J 2 1 / 5 2

1 . システム のJE枕

2 . セキ ュリティ
ー

3 . /くッ クア ップとリストア

4 . 叶書 時の 対応

5 . ソフトウェア f 理

6 . ユ
ー ザ書理

7
. サ

ー バ壬善

平良1 2 年J( 扶書J+ 甘全 書4 国 r シ ス テム t 4 ｣ 2 3 / 5 2

■ d a t e システム 時仰の投定, 女示を行う｡

d at e 月日時Ⅶ年 例 o9 19 16 W 2 ㈱ : 2(X X)年9 月19 日16 時0 0 分

■ 盛 タイム サ ー バ に時W を帆 ＼合わせ設定する｡

/et c/c r o n ･d &i)y/ ntp d a b
_
e x e

#!ルin/sh

/u s rh in/ntp d at c - s 13 3 ･67 ･1 ･4

d o ck - w

■ LJ n a m e T a システム 作報を表示する｡

平成1 2 事J* 扶書Jt T * ♯4 申 rシ ス テム f I ｣ 2 2 / 5 2

システム t 書手の暮♯

2 . セキュ リティ

a . サ
ー バ のセキ ュ リティとインタ

ー

ネットの書止

b . クラッカ ー の故事8I

c . Lin u x のセキュ リティとT u rb o Li n u x S m r 日本活版6 .1 の 方針

d . ス ー パ ー

サ
ー バ in e td

e _ アクセス制8P T C P
_
W r 叩 P ●r

f . 丑億の暗号化 s 8 h

g . セキュリティ什報の 入手

h . yI U
･ ･ 句〉d の バグ対処事例

i . 8t書時の 対応策

j , ファイア ー ウォ ー ル

平J * 1 2 事J( 扶書 * T 全 書4 固 r シス テムt I ｣ 2 4 / 5 2
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システム 管理 者の♯務

2 . セキ ュリティ A . サ
ー

′( のセキュ リティとインタ ー ネットの書戒

何を守るの か

何か ら守るのか

デ ー タ､
コンビュ

1

9 1) ソ
ー ス

クラッカ ー

､
スクリプト キディ

■ セキュ
I) ティ対策の 基本

◆ 入り口を閉じる｡

I 不幸なサ ー ビスをff 止し､ ポ - トを閉じる

◆ 常時 ､ 監視する｡

r 壬切なログの 収JB ､ 玉洩 ｡
メ

ー

ルで の E 借 .

◆ セキュリティ什報を収井する｡

■ ♯に t 薪の什8 を入手

平成1 2 年* 技官J* T 余 事4 回 r シ ステ ム f 4 J 2 5 / 5 2

システム f 理寺の* 凍

2 . セキュ リティ ¢ . U n u x の セキュリティと

Tt n もo u 仙 X S o 作 W 日本拝版 6 .1 a )方針

暮 Li n u x の セキュ
l
) ティ オ - プンソ ー ス

■ T u rb oLi n u x S e r v e r 日本活版6 .1 の方針､ 初期改定

暮 D e n y all アブロ
-

チ

♯ シャドウパス ワ
ー ド

# ログの ロ
ー テ ー ショ ン

書 ro o t ログインの ■杜

暮 アップデ ー ト

平成1 2 年Z( 扶育J* T 会 ♯4 回 rシス テ ム f 4 ｣ 2 9 / 5 2

システム 書理者の暮務

2 . セキ ュリティ b . クラッカ
ー

の故事例

一 食入 不 正にサ ー / くに E) ケインしリソ
ー

ス を使用する｡

･ 使用不 能故事 ネットワ ー クトラフィックを稚やしサ
ー バを蘇キ｡

/( ッ ファオ ー

/〈フE) 一 攻事 6月の w l)
･ 叫 セキュ リテ ィ* 告は ､ p 血tq * 牡a) I け

･ 拝み台 不 正4 人後 . 他サ イトヘ の食入や 故事に利用 ｡

I なりすまし 他人 になりすまし､ サ ー ビスの不 正利用をする｡

･ 仇造 , 改ヱ メ ー

ルやホ
ー ム ペ

ー ジを書き換える｡

･ 盗鞍 . 盗牡 ファイル
､
メ ー ル

､ アクセス記軽などを盗む

･ 攻事事前研壬 ポ
ー トスキャンしセキュリティホ ー ル を探知する

｡

平成1 2 年L( 扶 * + y 会 ★ 4 回 r シ ス テム f Jt j 2 8 / 5 2

システム f 理香の 暮帯

2 . セキュ リティ b . クラッカ ー の 故事例

I D o S 攻事( D e mi 1 0 f S e r vic e )

大t のデ ー タを送りプログラム やリソ
ー ス不足を

起こさせ サ ー バ の也能を停止させ る

◆ 佳人よりもTR JL な4 合が多い

◆ 故事書の P アドレスをA 逢することが可*

◆ スクリプト キディが面白がっ て使うケ
ー

スが多い

◆ 攻暮された備にログが競らないケ ー

スが多い

◆ 侵入出来なくてもD o Sが有効l= なるサ ー バが 多い

平成 1 2 年J( 技焦JA Y 金 ★4 回 r シ ステ ム t Jt｣ 2 8 / 5 2

システム 書苛寺の 事務

2 . セキュリティ d . ス
-

I( - サ ー バ In eb)

暮 ス ー パ ー

サ
ー バ とは ?

t eln et ､ 氏p などサ ー バプログラムを制御し必事に応じて

起h するデ
ー モンプロ グラム

｡

■ 牡能と役軸

① システム ･ 管理 の A 荷軽漉 ② システムの冗 長性 .

堅牢性の 向上

■ デメリット

頻繁に接続羊求を受けるサ ー ビス手たは , 起動時の

初期化 に時W がプログラムはシステム のA 荷が7B まる｡

■ スタンドアロ ー ンモ ー ドでのサ
ー

ビス s o nd n aiJ
､
A p a c h e

■ 設定ファイル i n etd . c o nf

■ 起h ス9 ]) プト / et c/ r c .d /in k .d/ in e t パラメ -

タ

平成1 2 年J( 技* J* V 金 y[4 回 r シス テ ム f 4 j
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システムf 守着の * 諌

2 . セキュリティ d . ス ー /( - サ
ー

/( T q
_
W r a p p er

■ T C P｣W r 8P P e r ( t c p d ) の鞍羊

i n et d がクライアントからの事求を受けた軌こ起h され , 目的の

サ
ー バプE) グラムを起tbさせ るアクセス甘理8 能を実現する｡

■ 投定ファイル

●式 【血e rn o n
_
Ii st ] : 【h o stJist】 : ( : [ c o m m a n d] )

/ et ¢/ h o st s . a "o w 許可設定

/ et c/ h o st s .d o n y ♯止投定

平成1 2年J( 抹fF A T 全 暮4 固 r シス テ ム t J t｣

システムf 理曹a)J E孝

之, セキュ リティ ●. 逢せのdF号他 S S H

■ s s H ( S w S44 d ) め + I

I t の M 化書行 い * 全なt) モ ー トロ ケイン壬暮書する.

■事で は
.
t W * t ■サセナも.

◆ ホス トJE 暮● t : 公It M 方式 O R S M 用い ホ入 日■士の書 批 行う.

◆ ユ ー

ザ■■ : 書J Lユ
ー

ザ の t ( ( コ 馴 ■●壬 朗 .

■ T 仙 S w 日本書E 8 ,1 では ､
O p n S S H t dt用

暮 W 仙 ●からのリモ
ー

ト 榊

T q ) t m P r D 2 .3 と 暮血 対応アドオン/i . J ケ ー ジ tb d l を* 用

♯■ヰの E) グでR S ▲ K q が作J( されていることを暮書.

6d hI(187] : l q : 6 w 暮ti q r ～ 768 b it RS A b l .

8 8Pd(187】: 1 q : RS A b l l■ ■r▲ti o n c dl P l ●t e .

平 成1 2 年J( 扶書* Y 全 書4 B) rシス テ ム f Jt j

システムf g 舌Q) 暮♯

之 . セキュ
l) ティ f . セキュサティf M の入手

ディストリビュ
ー

ション
､
L d 暮のrP

■ T 仙 h tt D ノ/ 帆 .t L rt N h ¢○ 血 /

■ E) 本の Liru x 什 t ht b ノ/yr Nr K h tJ X . C r .iD /

セキュリティ■暮

II ネットエ
ー ジェ ント htt D ノ′ 仙 nL ld . b /

r サイト7 ナライザ｣ によるセキュリティ 抑 サ ー ビス

● 書A 会社& ■ネットワ
ー クサ ー ビス h tt D ノ/ M J t d c o血 /

書三書 中■の ■暮

平良 1 2 年J( 技書JA T * 事 4 回 r シ ス テ ム t 4 J 3 5 / 5 2

システム f 理者の 暮者

2 , セキ ュリティ f. セキュー) ティ 榊 ¢ 入手

セキュリティ書1 …

■ コ ンピュ
ー

タ先■対応センタ
ー

J } G E R T 軸 / ′■ w 血 朗 ■t q jE I/

コ ンビュ づ セキュリティインシデント､ セキュリティ対* をシステム 逆用管理

の洩点からコ ー ディネ ー ショ ンしている 伽 ｡

■ 什甘地理暮井事暮協会 p A h tt D J ^ r vr v rj D A N j D /

① 不正アクセスの 暑け出状況をまとめた* 告

② JE 急性の7E い セキュリティ
ー ホ ー

ル にbI する告知

書 事故庁 r d b :/ / v r v M J t R b jJ )/

r 不正アクセス 朽J Lの 暮止 書に萌する法廿l が漉 エされ

不正アクセスの韻書にあっ たJt 合に法的片t が可* になった ｡

平成 1 2 年dE 扶* ■T 全書 4ti) rシス テ ム t 4 J 3 4 / 5 2

システム 書現有d )* #

2 . セキ ュリティ h .w 卿 バタ 執 事例

≠ ｢ 叫 2J W GL 廿に T) モ ー トからr d ★■i 柵 で書る

セキュリティ
ー ホ ー ルがt 舌

.

w ∫
-f tpd 2 .8 . 1 へ の ア ッ プデ ー ト手JL

l . r 叩
･

や 肌 卜ftpd
-

2 . 5 .(ト1 でア ンイ ンス ト
ー ル

｡

2 . 肌 r ftp d
-

2 . 6 .
1 . t q .9 Z 02

-

J ul
-

200 0 04 :13 334k を

h ttJ) : // ■■V . ri 仲 . 4 r . io / A r dlj v tkB / n ot / ■u
- ft Dd / w J

から入 手 し､ / LJ S r/ a r c/ にt く ｡

3 . t a r m f . / ¶
･ ･ ･ftp d -2 . 6 .1 . t q . 8 Z で農Il ｡

4 . cd ./ れ r f tFd
- 2 .6 . 1/

5 . ./ c o n fi9 U r e

平 & 1 2 年J( 扶書■ T * 暮 4 回 r シ ス テ ム t 4 J 3 6 / 5 2
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シス テム t Zf 者a)J E 苛

2 . セキ ュ 1J ティ h
, w ftFd a バ グ対曲 事8 I

6 , D a b

7 . th k B i rLSt al1

8 , / 8 t C/i rv td. c o n f の ft p を有効 正す る ｡

9 , / e t c/ r c ▲ d/ i nit . d/i r d r e st a r t

ft p接枕T ると
. 以 T の メ ッセ ー >

-

で 辞 鮎 功 .

2 2C 暮-

. q nl, Bうo r u, EK .,jp F TP s e r y 8 r ( Y e T Bう耶 r u1 2 ,8 , 1(1) TLJ I J t?I 18

一 : ～ : r I J ST 2 00 8 ) r d y .

U SE R 暮事暮

シ ステムf 理 着の暮 凍

2
. セキ ュ リティ l . フ丁イT -

ウオ
ー jL'

インタ
ー

ネ ットの 書威か ら内88 の ネットワ ー

クを守るtt 租み

■ / i ケットフィル タリン グ ファ イアウォ ー ル

事用チップまたは
.
カ ー ネJ L ･ レベ ル でル ー ルに硬い パ ケットを

フィル タリングする｡
インタ - ネットJI 以下で実現 ｡ わ 由 in など

■ プロキシゲ
ー

トウェイ ファ イア ウォ
ー ル

プロキシサ
ー

′くでフィルタ) ン グして代 理で中JI する ｡

トラン スポ
ー トJt 玖上で実現｡

d eb l P t 8 tJ:ど

システム t JI 肴の 暮8

サ I J 峨 牡1 で 触 な我■lこ■★するT= ゎに

1
.

シ ステム のJE 視

2
. セ キュ リティー

3
.

′( ックアップi:
r
) ストア

4 . 叶書時の 対応

5 . ソフトr) エ アー理

6 . ユ
ー

ザー理

7 . サ ー バ 運営

システム 書理 看の暮 8

2 . セキュリティ I . 暮書■の 対応+

■ サービス のfI 止

■ ネットワ ー

クか ら切り書し

l デ ー

タ.
ロ グの 隅■ . 保存

･ 被害状況 の 把握

■ ユ
ー ザ

. BE)係tB 銅 へ の通知

◆ I P A
.
J P C E R T

, 書蕪など へ の 被書届

･ 故旧 手段 の キ血

システム t 4 書の書書

3 , /くックアップとリス トア

■ t 不可■なデータをどう可
tJ

. 事J･ m * 生 + には
. どうt E[ナるのか

.

T
-

---ナ■失 A) J[ 田

シ ス テ ム ■■, 暮 1 サ････ビ ス . T

-

-･タ■ . 批 良1こ¢ l= て J *

● J ヽ ｢ ドゥェ 7 テープ暮1 【b ▲T . C L T) . 1 ■) . ハー+
'

T
-

･( ス ク. Ft A D

■ ソ フトウ ェ7
P

■lJl ソフ P ) ェ 1 ( T L W l : 抽 ∪)

LJ m マ ンド dL M

F t A J D ( ft ■ 仙 t ▲ ▼● y■ o 1 叫 ■ ld ■ ll ロl 止】

｡ J J 8 1 1 フ A '
. ▲分 . 1 書■

肌 D( Ft 仙 t J b d ■ 仙 01■ k)

T
-

- タ暮暮■ d) ハ･･･ f T
-

ィ ス クに舟■ . t巳■し 柵 . T クセ ス 1 一書{ 上させる .

1 1 2 -



システムf 理書の暮者

3 , Jくック7 ツプとIJ ストア

I ,( ック7 ツプ朗 t4 ' と E' C R による定q . デ ル 外 り封パ ･

} クT ッ プ

/ - - / b ■/ 月 / 也 / c TE A l o L t b / v ■｣ o r l

.
■ z J

= . 1 ro 4 ｣ J ⊥ = t l l 1■l S I l l O 1ま王 ■ ● ●

.
∨ ■

_
kl l

- 2 m 1 1

p
t T

I tサ ケ7 ･ J N もディ レク一っ

/. t J
.

/ 也 . ′ 廿 J W . / - / ● 山 一/
.

′ - I - ■ 一 / など

■ テ~プに よるJ { ックア ップ(事JL M 沖 )

叩
H P S u r■S t o r● D A T

外付 けテープドライブ

D AT 24 eU
､
D E) S1 3 対拓

2 4 G B

･
.
- -

.
:

システムf 理書0 )JE 8

4 . I( 書時の 対応

■ 9 i 書1 EE] プラン の作 成

せ定される■書につ いて書旧 事JI をマ ニ ュア ル化 する｡

■ これ までの 事B l 頼介

1. F D D I ケーブルとコネクタ♯分Q)7* 合不JL ｡
6 O

.
8 rL( F メインが社丘 .

2
.

暮▼にJ: る～t 叶l = EL 定の B I い でS d m d が自LbB J) しなかつ f= ･

3 . 暮T T = よる書t ヰE = U P S の B 垂ミス で所定o) J)fF毛しなか つ f= ｡

システム t 書手の暮書

5 . ソフトウェ7 f 理

ソフトウェ T . 力- a LJ L ,の T ツ 1 グレ
ー F 事■l

T 地 車t 用して 軸 .

1 . t elirlit l シン グル ユ
ー ザ モ

ー ド

2 . m o dp ro b e lo o p モジュ ー ル査チェ ック

3 . t u rb o p k g
バ ッケ - ジマネ

ー ジャ

4. C D
-

ftO 叫をセットし,
u : 丁ツフグレ - ドを五 択｡

システ ム書考書a) 書#

サ
ー

′q l 寸書故暮 佃 ぬ収暮i 式 事チもたJ i に

1
. シ ステム のJE視

2 . セ キ ュリティ
ー

3 . /く9 クア ワプとリストア

4 . 叶書時の 対応

5 . ソフトウェ7 書理

6 ,
ユ

- ザ f 理

7
.

サ - バ運営

システ ム f 社寺の * 8 /㌔
サ ー

/ q ■ 由 生 地 軸 * 細 事故 やに

1
. シ ステム のJEgE

2 . セ キュリティ
ー

3 ,
Iくックア ップとリストア

4 . F+ 書 時の 対応

5 . ソフトr) ェ アf 号

6 .
ユ

ー

ザt 71

7 . サ
ー バ 壬書

1 . シ ステ ム のJE 捷

2 . セキ ュリティ
ー

3 . I ( ックアップとリストア

4 . P[ 書時d) 対応

5 . ソフトウェ ア f 旦

6 ,
ユ

ー

ザf Z7

7 . サ
ー

/ ( 毒 舌

- 1 13 -



システム 甘理香の暮務

6 .
ユ ー ザ管理

1 . ユ
ー ザ登録とアカウント♯立

u s e′冴d d ユ ー ザ者

フィ
ー

ルド1 2 3 4 5 6

p 軸 - J フ丁 イル ユ ー ザ名‥ J( スワ ー ド‥ ユ - ザtD : ユ
ー ザ什■ = ホ ー

ム : シェ ル

2 . グル
ー プの 土井 ､ 設定ファイル

8 r t W P a d d y /L ･
- プ多

フィ ー ルド1 2 3 4

g r o L q) フT イル グル
ー プ名 = /( ス ワ

ー

ド: グル
ー プ沿 : グル

ー プユ ー ザ

3 . 所有* u g o とア クセス♯ r w x の 改定

e h g r p . c h m o d . G h o L m

I . ネットワ
ー クグル

ー プw ● b暮 Jtグル
ー プの bI

平成1 2 年J( 枝折JI t 全 書4 回 rシス テ ム f 4 J 4 9 / 5 2

システム f 理香の兼務

7 , サ ー バ運営

■ 運用体制の8I 集

以下 のことにつ いて規約を定める｡

1
.

ユ
ー ザ ･ グル ー プのアカウント､ アクセス4

2 . 実施サ ー ビス ( 追加 ､ ♯正 , 拝止 ､ 削除 . 社歴の兄錬)

3 .
/ くックアップオペレ

ー

ション

4. 経巻 ( 叫設 . 変更､ 破* ､ 廿歴の定 性)

5.
ロ グ監視オペ レ ー ション

6
. 辞書発生 時オペ レ ー ション

7 . 災書tL 旧訓♯とマ ニ ュ アルの 作成

8 . ユ
ー

ザ対応 ( メンテナンス通知 ､ 辞書対応)

平成1 2 年よ 技肯J* I 食 事4 回 rシ ステ ム t 4 J 5 1 / 5 2

システム f 懇書の 暮春

I . シス テム の 監視

2 . セキュリティ ー

3 .
′くックアッ プとリストア

4 . 陣書 時の 対応

5 . ソフトウェ ア 管理

6 . ユ
ー

ザ管理

7 . サ ー バ運 営

平成1 2 年Z( 技 * Jt V 全 書 4 回 r シス テ ム f 4 ｣ 5 0 / 5 2
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